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Studies on Resource Sharing System
and Metadata for Area Studies
ARAH Shoichiro*
Area informatics is the new paradigm in area studies to facilitate accumulation and creation of
knowledge in areas. In the process, a huge variety of databases such as catalogs, archives, full
texts, images, movies, sounds, statistics, and so on, are being organized and published on the Web;
these will be the sources of area-specific knowledge. However, it is difficult for researchers to
find and access appropriate databases to retrieve resources effectively because each database is
independent and dispersed on the Web; furthermore, their data structures and retrieval
procedures are different.
Resource Sharing System, an outcome of area informatics, is an innovative information
retrieval system that has been developed to solve such problems. It is a server-side system that
hides from users each database system’s particular data structures and retrieval procedures by
employing standard metadata and standard retrieval protocols.
In this paper, area informatics is introduced through a brief overview of the relationship
between area studies and information sciences. After discussing the structure of Resource
Sharing System, the new notion of “metadata suites” is introduced and explained. This is a
guideline to build databases to be included in Resource Sharing System. Finally, a sample
metadata compiled by CIAS is presented and its availabilities discussed.
Keywords : area informatics, resource sharing system, metadata, metadata-suites
キーワード : 地域情報学，資源共有化システム，メタデータ，メタデータ・スイート
I は じ め に
本稿では，地域研究の新しい研究パラダイムである地域情報学 (area informatics) において
重要な役割を担いつつある資源共有化システム (resource sharing system），および資源共有
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ジタル地名辞書が必要となる。海外では Alexandria Digital Library の Gazetteer Development







生成を支援するため，HuMap と呼ばれる空間情報処理ツール［原 2008: 128-135] や HuTime
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び時空間データ解析システムの開発である。NIHU システムは2008年 4 月から公開されている
［原 2007: 107-136; 人間文化研究機構 2009］。NIHU システム以外の資源共有化システムとし

















資源共有化システムの一番内側の層を Database Layer と呼ぶ。ここには多様な個別データ
ベースが該当する。前述のように，全てのデータベースのメタデータを統一することは困難で
ある。したがって，資源共有化システムでは Database Layer に該当するデータベースのメタ
データには手を付けない。
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る。NIHU システムと CIAS システムのメタデータについてはⅢ章で詳述する。
なおマッピングに際し，共有化メタデータの各レコードには，マッピング元レコードへの
URI (Uniform Resource Identifier) を参照情報として付与した。資源共有化システムでは
Sharing Layer に該当する共有化メタデータベースを検索する。つまり利用者が資源共有化シ
ステムを Sharing Layer の外側から見ると，Database Layer に該当する全てのデータベース
は共有化メタデータという単一のデータ構造となっている。
Sharing Layer の外側を Application Layer と呼ぶ。Sharing Layer に該当する各共有化メタ
データベースのデータ構造は統一されているが，システムの実装法はバラバラである。例え
ば，ある共有化メタデータベースではテーブルとSQL を利用しているが,注3) 別の共有化メタ
データベースでは XML (Extensible Markup Language) [W3C 2008] や SGML (Standard




の実体である。資源共有化システムでは Application Layer が検索命令を処理する。つまり利
用者が資源共有化システムを Application Layer の外側から見ると，Sharing Layer に該当す
る全ての共有化メタデータベースは単一の検索手順となっている。
情報検索を目的とした標準規約として Z39.50 [ANSI/NISO 1995] を挙げることができ
る｡注7) Z39.50 は欧米の図書館 OPAC (Online Public Access Catalog) 間の相互検索で多く利
用されている。しかし Z39.50 はインターネット環境に必ずしも適合した規約ではなく，また
導入コストが高いなどの問題もあり，日本では余り普及していない。Z39.50 に替わり，最近
では SRU/SRW (Search and Retrieve via URL/Search and Retrieve Web Service) [LC 2004a]
が注目されている｡注8) これはインターネット環境に適合した標準情報検索規約である。実装
も Z39.50 に比べると容易かつ低コストである。今後はSRU/SRW が主流になると考えられる
が，NIHU システムと CIAS システムでは，既に Z39.50 を採用しているデータベースとの連



























例えば図書館では MARC (MAchine Readable Cataloging) [LC 2004b] や MODS
(Metadata Object Description Schema) [LC 2009a] と呼ばれる標準メタデータが普及してい
る。MARC や MODS に従って記述された書誌データは，書誌データベース間で交換可能で
ある。そのため，日本や欧米などでは MARC に基づいた国家規模の書誌ユーティリティが構
築されている。アーカイブでは ISAD (G) (General International Standard Archival
Description) [ICA 1999] あるいは EAD (Encoded Archival Definition) [LC 2002] と呼ばれ
る記録史料用の標準メタデータが普及しつつある。博物館では The International Committee




的なメタデータである Dublin CoreMetadata Element Set の利用例と問題点について述べる。
このメタデータは国文学研究資料館の資源共有化システムで利用された。Ⅲ-2節では Dublin
Core Metadata Element Set の問題点を考慮した「拡張された Dublin Core Metadata Element
Set｣ について述べる。このメタデータは NIHU システムで採用されている。






III-1 Dublin Core Metadata Element Set
Dublin Core Metadata Element Set（以下では DCMES) は，多様な情報資源を効率的に発
見・交換するための標準メタデータであり，インターネットで最も普及している汎用メタデー
タの 1 つである。DCMES では基本記述要素と呼ばれる Title，Creator，Subject，
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DCMES にマッピングしたものである［原 他 2003: 17-22］。ここで record-list 要素はデータ
全体を表す。これは関係データベースのファイルに対応する。dc-record 要素は 1 つの書誌
データを表す。これは関係データベースのレコードに対応し，レコード数だけ dc-record 要素




























図 4 DCMES 基本記述要素によるメタデータの記述例
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a）の問題は DCMES 基本記述要素の内容を区別する詳細化要素 [DCMI 2000] により，あ









〈north units＝“signed decimal degrees”〉43.9〈/north〉




























付録 1 のメタデータ定義に従うと，時間 (ts: Date 要素）は開始時間 (ts: From 要素）と終
了時間 (ts: To 要素）で区切られた範囲として記述される。 1時点を表す場合，ts: From 要素
と ts: To 要素の内容は同じになる。時間データは，資料に記載されている時間をそのまま記
述する部分 (ts: DescDate 要素）と，グレゴリオ歴に正規化された時間を記述する部分 (ts:
NormDate 要素）から構成されている。データベースから暦日テーブルを参照できるように，
ts: description 要素に記述された和暦データは，ts: regionalCal 要素の内部で元号 (ts: gengo
要素），年 (ts: year 要素），月 (ts: month 要素），日 (ts: day 要素）に分解して記述できるよ
うになっている。
場所 (ts: Place 要素）は 北西端 (〈ts: NWpoint〉) と南東端 (〈ts: SEpoint〉) で示された矩形
範囲として記述される。 1地点を表す場合，ts: NWpoint 要素と ts: SEpoint 要素の内容は同じ
になる。地名データは，資料に記載されている地名をそのまま記述する部分 (ts: DescPlace 要
素）と，現在の地名および緯度・経度に正規化された位置を記述する部分 (ts: NormPlace 要
素）から構成されている。データベースからデジタル地名辞書を参照できるように，ts:
description 要素に記述された地名データは，ts: address 要素の内部で町名 (ts: town 要素），
郡市 (ts: couty 要素），県・旧国 (ts: prefecture 要素）などに分解して記述できるようになっ
ている。
データの精度を表現するために，ts: desc_precise という属性注11)を定義している。位置あ
















































図 5 拡張された DCMES によるメタデータの記述例

































































Standard Layer，Sharing Layer，Application Layer の 4層から構成されている（図 6）。
メタデータ・スイートの最下層を Database Layer と呼ぶ。これは資源共有化システムモデ
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データを対象とした Database Layer は必要である。
Database Layer の上位層を Standard Layer と呼ぶ。これは資源共有化システムモデルの
Database Layer と Sharing Layer の中間に位置する層である。ここには分野ごとの標準メタ
データが用意されている。例えば本・論文・地図などの資料を 1点ごとの書誌データとして記
述するなら MARC などを利用する。Database Layer に該当する個別データベースは，
Standard Layer 内の適切な標準メタデータにマッピングされる。つまり Standard Layer にお
いて，分野ごとの共有化を実現する。特定分野の標準メタデータのデータ項目には該当分野の




Standard Layer の上位層を Sharing Layer と呼ぶ。これは資源共有化システムモデルの
Sharing Layer と同じ機能の層である。DCMES のような汎用メタデータを利用する。
Standard Layer が分野ごとの標準メタデータを利用して精度の高い共有化を実現する層であ
るのに対して，Sharing Layer では分野横断的な共有化を実現する。Standard Layer より幅広
い検索は可能であるが，検索精度は低下する。なお本稿執筆時点において，CIAS システムで
は Sharing Layer を実装していない。





デルの Application Layer と同じ機能の層である。メタデータの層ではなく，資源共有化シス
テムを外部から利用するための機能を集めた部分である。他の資源共有化システムと連携する
ためのゲートウェイ機能や，HuMap あるいは HuTime などの時空間情報処理アプリケーショ
ンプログラムと連携するための API (Application Program Interface)注12) などを想定してい





メタデータ・スイートモデルに特徴的な層は Standard Layer である。CIAS システムの
Standard Layer で用意されている主要なメタデータは，DCMES，MODS，EAD および
METS である。
CIAS システムでは，タイプⅠのデータを共有化するメタデータとして DCMES あるいは




データとして，CIAS システムでは MODS を採用している。MARC よりも簡便でありながら
DCMES よりも詳細な記述が可能な MODS の特徴を評価したためである。CIAS システムで
は，個別書誌データベースのデータ項目を MODS の適切なデータ項目にマッピングして
MODS データベースを構築し，これを Standard Layer の共有化メタデータベースとしてい
る。図 3に示した CIAS システムの検索例は，このレベルにおける共有化である。
タイプⅡおよびⅢのアーカイブデータを共有化するメタデータとして CIAS システムでは












EAD による資料の階層構造を図 7 に例示する。この図では，資料を Collection，Series，
Sub-Series および Item の 4階層で構造化している。ここで Collection はある資料群を表し，
その Collection は 1 つ以上の Series から，Series は 1 つ以上の Sub-Series から，さらに Sub-
Series は 1 つ以上の Item から構成されている。階層を下るにつれて資料の単位は小さくな
り，Item が 1 点ごとあるいは少数の資料の塊となる。例えば石井米雄先生撮影の東南アジア
写真資料の場合，Collectionは「石井米雄氏写真資料目録」であり，Series はスライドファイ
ルなど納めた 1個ずつの段ボール箱，Sub-Series は段ボール箱の中にある 1冊ずつのスライド
ファイルなどである。それ以下のレベルについては整理中であり，現時点でスライドファイル
の 1ページごとが Item となっている（図 7中の METS については後述する）。
この EAD データを XML で記述した例を図 8 に示す｡5) EAD の基本構造は eadheader
(EAD ヘッダ，図 8-Ⅰ），frontmatter（前付け，図 8-Ⅱ）および archdesc（記録史料記述，
図 8-Ⅲ）の 3 つの要素である。eadheader 要素には，この記録自体の書誌記述，frontmatter
要素には序文・献辞・凡例・この記録データの使用法などを記述する。実際の検索データは
archdesc 要素内に階層的に記述される。
図 8の例では archdesc 要素が Collection に対応する。その内部の C01 要素（図中のⅣ）が
Series で， 1 個ずつの段ボール箱に対応する。さらにその内部の C02 要素（図中のⅤ）が
5) 図 8 および図10中のローマ数字は説明のために追加したもので，XML データではない。
東南ア4604,9-7











〈titleproper type＝“filing”〉石井米雄氏写真資料（仮）||Ishii (Yoneo) Photographs〈/titleproper〉




















〈archdesc relatedencoding＝“Dublin Core” level＝“collection” type＝“inventory”〉
〈did〉
〈head〉[資料の概観 Collection Summary]〈/head〉













図 8 EAD による資料の依存関係の記述例




〈unitid encodinganalog＝“Identifier” label＝“資料記号 Reference code:”〉2006001/1〈/unitid〉
…








〈unitid encodinganalog＝“Identifier” label＝“資料記号Reference code:”〉2006001/2-1〈/unitid〉
〈unittitle encodinganalog＝ “Title” id＝ “cias-2006001.0201” label＝ “標題・年代 Title and
Date:”〉
[SLIDE FILE] 1970s 貝葉調査 タイ．
〈unitdate encodinganalog＝“Coverage (Temporal)” normal＝“1970”〉（昭和45年［1970］）.
〈/unitdate〉
〈/unittitle〉
〈physdesc label＝“形態等状態 Physical Descriptions:”〉
〈extent unit＝“件 items” type＝“数量 Extent:”〉1〈/extent〉








〈head〉範囲と内容 Scope and Content 〈/head〉





















EAD では写真などのデジタルコンテンツを Item に割り当てるのが基本であるが，Series
や Sub-Series などに割り当てても構わない。Sries，Sub-Series あるいは Item などにデジタ
ルコンテンツを割り当てる場合，①デジタルコンテンツ自身に関するデータ，②デジタルコン
テンツ 1 点ごとの書誌データ，③資料間の依存関係を示すデータ，④デジタルコンテンツに関
する技術的なデータ,注15) の 4 種類の情報をまとめてパッケージとして記述する必要がある。
CIAS システムでは，METS (Metadata Encoding & Transmission Standard) [LC 2009b]
を採用し，デジタルコンテンツの関連情報を記述している。図 7の網掛け部分が METS パッ
ケージであり，EAD との関係を示している。





と，デジタルコンテンツが付与されている EAD 要素 (Series，Sub-Series，Item など）に関






図 9 METS パッケージの構造














































図10に CIAS システムにおける METS データの例を示す。これは図 8 の EAD データ（図
8-Ⅴ）部分
〈c02 level＝“subseries”id＝“cias-2006001.0201”〉
に関連するパッケージ情報である。METS は metsHdr (METS header: ヘッダ，図10-Ⅵ），
dmdSec (descriptive metadata: 記述的メタデータ，図10-ⅦおよびⅧ），fileSec (file section:





図10-Ⅶには，このデジタルコンテンツの付与されている EAD 要素が id＝“cias-2006001.
0201” で識別される Sub-Series 要素であることなどが記載されている。また図10-Ⅷには，こ





〈!―つぎの structMap は，資料群内の階層構造を示し，この METS 文書の対象となる資料記述の記
述レベルにいたるまでの各記述レベルすべての標題のみをあげる―〉
〈mets:structMap LABEL＝“Archival structure” TYPE＝“logical”〉
〈mets:div〉
〈mets:div ID＝“CIAS-KYOTO-U” TYPE＝“repository”〉




〈mets:div LABEL＝“title”〉石井米雄氏写真資料 Ishii (Yoneo) Photographs〈/mets:div〉
〈/mets:div〉
〈mets:div ID＝“cias-2006001.02” TYPE＝“series”〉
〈mets:div LABEL＝“title”〉(箱 2: SLIDE FILE, …〈/mets:div〉
〈/mets:div〉
〈mets:div ID＝“cias-2006001.0201” TYPE＝“subseries”〉










(Collection) の第 2箱目 (Series) の ｢[SLIDE FILE] 1970s 貝葉調査 タイ」というタイトルの
スライドファイル (Sub-Series) に含まれていることなどが記載されている。












まず MODS や EAD などのメタデータ構造が複雑であること，さらに XML による記述を
前提としているため，地域研究者には敷居が高いという問題が指摘されている。複雑なメタ
データ構造への対策として，best practice guide の作成を進めている。これは，各メタデータ
項目に対して，「DCMES の Title には副題も含める」のように記述すべき内容を明確化し，
「DCMES の Subject は米国議会図書館のサブジェクトスキーマに従って記述する」のように
記述法を定義するとともに，事例を示したものである。データ入力については，アーキビスト
などの専門家用には国文学研究資料館や University of California Berkeley の図書館が開発し







ル（図 1）の知識生成で述べた，HuMap や HuTime などの時空間情報処理アプリケーション
プログラムが解決のカギとして期待される。現状の資源共有化システムは語彙による情報検索
















ルを構築し，これらの主題を Topic Maps [ISO 1999]注16) などのオントロジー技術を利用し
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付録 1 は NIHU システムの仕様の一部であり，Coverage 要素内の拡張した部分のみを示している。概
要を示すことが目的であるため，ここでは DTD や XML Schema ではなく，視覚的に図示している。




































Attribute＝ts:desc_precise [accurate, about, maybe]
//accurate 正確（デフォルト）


















Attribute＝ts:norm_format [ISO, JIS, W3C]//正規化形式
Attribute＝ts:timeZone CDATA//国際標準子午線からの時差














































Attribute＝ts:norm_format [ISO, JIS, W3C]//正規化形式
ts:NormDate//正規化時間 西洋（太陽）歴は yyyy-mm-ddThh:mm，ユリウス通日は整数型
DataType＝#PCDATA




Attribute＝ts:norm_format [ISO, JIS, W3C]//正規化形式
Attribute＝ts:timeZone CDATA//国際標準子午線からの時差


















Attribute＝ts:desc_precise [accurate, about, maybe]
//accurate 正確（デフォルト）
//maybe…カ







































































えば，「①ある文書は 1つのヘッダと 1つ以上の章から構成され，②ヘッダは 1つの文書タイトルと
1 つ以上の著者名と所属の対およびアブストラクトから構成され，③章は 1 つの章タイトルと 1 つ
以上の段落から構成され，④段落は 1 つ以上の文から構成され，⑤文には 0 個以上の地名，人名，
時間に関する単語が含まれている」は，文書構造の例である。
構造化がそれほど高度ではない文書の例として，HTML (Hyper Text Markup Language) 文書を
あげることができる。文書中の段落程度は指定できるが，人名や地名や時間などの単語を指定する
ことはできない。
注 3）これは関係データベース (relational database) に基づいた説明である。関係データベースを簡単に
述べると，Microsoft Access や MySQL などのように，データをテーブル（あるいは表）形式で表
現しているデータベースである。関係データベースの構造は，
表全体をファイル (file) と呼ぶ
ファイルは 1つ以上の行から構成され， 1行が 1つの情報単位であり，レコード (record) と呼ぶ








が一般的である。例えばA医学図書館の OPAC では書名に関するデータ項目を ｢title｣ という名前で
識別しているが，B医学図書館書では ｢shomei｣ であったとする。ここで 2 つの OPAC から「診断
と先端技術: 開発と応用の現状をさぐる」という本を，SQL という一般的な検索言語を使って検索
する場合，A医学図書館の OPAC なら ｢select * from OPAC_A where title＝“診断と先端技術: 開発
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と応用の現状をさぐる”」となる検索式も，B医学図書館なら ｢select * from OPAC_B where shomei
＝“診断と先端技術: 開発と応用の現状をさぐる”」となる。このようにデータベースごとに検索命令
が異なると，ネットワークから効率的に情報を探し出すのは困難である。さらにC医学図書館では
書名が ｢title｣ と ｢subtitle｣ という 2 つのデータ項目に分けられ，title に「診断と先端技術」，
subtitleに「開発と応用の現状をさぐる」が登録されているものとする。こうなると，上記と同様の
検索命令 ｢select * fromOPAC_Cwhere title＝“診断と先端技術: 開発と応用の現状をさぐる”」では，
本を見つけることさえできなくなってしまう。



















様々な取り決めを規約（プロトコル: protocol) と呼ぶ。資源共有化システムは，深層 Web を対象と
した情報検索システムの 1つと見ることができる。
注 6）テキストの一部をタグ (tag) と呼ばれる特別な文字列で囲むことにより文書の構造（注 2）を明
示する方法をマークアップ (markup），マークアップのための言語をマークアップ言語 (markup
language) という。よく知られたマークアップ言語にはホームページ用の HTML (Hyper Text
Markup Language) がある。また汎用的な言語としては SGML (Standard Generalized Markup



































会図書館の Z39.50 管理維持機関のプログラムの 1 つとして位置付けられている ZING (Z39.50
International Next Generation) が開発した。データ記述形式は XML でなければならないが，その
結果としてデータ加工や処理は，それ以前に比べると容易になり信頼性も高くなる。
SRU と SRW の違いは，SRU が検索要求に REST (Representational State Transfer) フレーム
ワークに基づいた URL を用いているのに対して，SRW は検索要求に SOAP 仕様に基づいた XML








互運用性も高まる。つまり， 1 つの XML 文書を作成する際に，既存の複数のタグ集合を組み合わ
せて利用できるような仕組みがあれば便利である。ところが title のようなタグは書物や肩書など
様々な場面で登場する可能性がある。したがって同じ title であっても，どのタグ集合に属している
のかを区別できなければならない。この問題を解決する方法として XML 名前空間 (Name Space)
がある。
XML 名前空間は，タグ集合を URI と組み合わせる（修飾する）ことで重複するタグ名を識別す
る。URI は世界で重複することのない識別子であるから，タグセットごとに異なる URI を割り当て
るという方法は合理的である。例えば，タグ集合Aを http://example.com/sets/a/ という URI で修
飾し，タグ集合Bを http://example.com/sets/b/ という URI で修飾する。両方のタグ集合に ｢title｣
がある場合，形式的には {http://example.com/sets/a/}title および {http://example.com/sets/b/}title
のように記述すれば両者を区別できる。
しかし全てのタグに URI を記述するのは煩雑である。そこで XML 名前空間では，各 URI に仮の
名前を割り当て，それを接頭辞として用いる。例えば http://example.com/sets/a/ に対して ｢aset」，
http://example.com/sets/b/ に対して ｢bset｣ という名前を仮に割り当てると，{http://example.
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com/sets/a/}title は aset:title，{http://example.com/sets/b/}title は bset:title と書くことができる。
注11）XML の属性 (attribute) は，XML 文書の中で要素に対して付加的な情報を付け加えるために使用
される。付加される情報は属性名と値の対で表現され，開始タグの中に記述される。例えば
〈img source＝“http://example.com/sample.jpg”〉サンプル画像〈/img〉








れていた。米国議会図書館では MARC のデータ要素と意味構成を基本として 2つの XML ベースの
スキーマを開発した。 1つはMARC の全データ要素を XML 構文に変換したMARC XML である。
もう 1 つは MARC のサブセットで構成され，MARC よりも簡単で，数字ではなく言語タグで表現
できるMODS (Metadata Object Description Schema) である。MODS は，DCMES のような非常に
簡易な形式から MARC21 のような複雑な構造を持つ詳細な形式にまで対応できる特徴がある。












注16）トピックマップ (Topic Maps) は，ある主題 (topic) と主題間の関連 (association) および主題と
関連する情報資源 (occurence) の 3 つの情報を利用して知識を表現する枠組みである。
原 : 地域研究のための資源共有化システムとメタデータに関する研究
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